
山形県スポーツ・レクリエーション祭基本要項 

 

１ 趣 旨 県民一人ひとりが健康で充実した生活を送り、自信と活力あふれる社会を築

いていくため、県民がスポーツ・レクリエーション活動に親しむととも

に、多くの人と交流を深めることにより、スポーツ・レクリエーション活動

に主体的・創造的に取り組む生涯スポーツの推進を図る。 

 

２ 主 催 山形県 山形県教育委員会 公益財団法人山形県スポーツ協会 

            山形県スポーツ推進委員協議会 山形県レクリエーション協会 

            山形県総合型地域スポーツクラブ協議会 

            開催市町村 開催市町村教育委員会 

 

３ 主 管 スポーツ・レクリエーション祭運営委員会 各種目団体 

      各地区総合型地域スポーツクラブ協議会 

 

４ 期 日 【 競 技 会 】令和６年１０月１３日（日）を基準日とする。 

【ふれあい交流会】令和６年１０～１２月の期間中に開催。 

 

５ 参加料 【 競 技 会 】種目毎に設定 

【ふれあい交流会】無料 

 

６ 実施種目及び会場 

【競技会】 

No. 種   目 実  施  会  場  期  日 

１ ゲートボール 
山形県総合運動公園サブグラウンド、飯豊町親水公園白川グラ

ンド、他  
10月13日（日） 

２ 壮年サッカー 山形県総合運動公園第２運動広場・サッカー場・ラグビー場 11月 10日（日） 

３ ソフトバレーボール 三友エンジニア体育文化センター 10月13日（日） 

４ 女子ソフトボール 山形県総合運動公園運動広場 10月20日（日） 

５ ラージボール卓球 山形県総合運動公園アリーナ 11月4日（月） 

６ 男女混合綱引 尾花沢市文化体育施設サルナート 10月20日（日） 

７ 年齢別テニス 山形県総合運動公園テニスコート・屋内多目的コート 10月14日（月） 

８ 年齢別ソフトテニス 山形県総合運動公園テニスコート 10月14日（月） 

９ バウンドテニス 三友エンジニア体育文化センター 10月20日（日） 

１０ 壮年ボウリング ボウル モデルノ 10月14日（月） 

１１ 駅伝・ロードレース 山形県総合運動公園ＮＤソフトスタジアム 11月23日（土） 

１２ インディアカ 中山町総合体育館 10月6日（日） 

１３ ペタンク 中山町すぱーく中山 10月20日（日） 

１４ ボッチャ 山辺町民総合体育館  10月 12日（土） 

１５ パークゴルフ 高畠町湯るっとパークゴルフ場 10月７日（月） 

１６ ボールルームダンス 酒田市総合文化センター 7月7日（日） 

１７ モルック 山形県総合運動公園屋内多目的コート   9月   29日（日） 

１８ フライングディスク 山形県総合運動公園屋内多目的コート 10月12日（土） 

 

 



【ふれあい交流会】 

No. 交流＆体験種目 開催地区（主催クラブ） 参加促進ターゲット 期  日 

１ カヌー体験他 
村 山（Chimaira 

・日本マルチスポーツ協会） 
こども・若者・高齢者 10月26日(土) 

２ パークゴルフ 最 上（NPO法人Oh蔵SPORT） こども・若者・高齢者 9月29日(日) 

３ 
３×３ 

（3人制バスケットボール） 

置 賜（特定非営利活動法人 

おぐにスポーツクラブYui） 
こども・若者・高齢者 10月26日(土) 

４ 
ターゲットバードゴルフ、 

ボッチャ、吹き矢 
庄 内（NPO法人 元気王国） 

こども・若者・高齢者 

障がい者 
9月29日(日) 

 

７ 実施方法 

 （１）スポーツ・レクリエーション祭運営委員会を組織し、各種目団体並びに各地区総

合型地域スポーツクラブ協議会と協力して運営にあたる。 

 （２）詳細については、種目別実施要項による。 

 

８ 参加基準 

参加基準の詳細は競技会及びふれあい交流会における各種目別実施要項による。年

齢基準のある種目は、令和６年４月１日現在の年齢とする。 

 

９ 参加申し込み 

競技会及びふれあい交流会における各種目別実施要項による。 

 

10 傷害保険 

主催者側では傷害保険に加入しないので、参加者は各自傷害保険に加入すること。

また、事前に医師の健康診断を受けることが望ましい。 

 

11 個人情報の取り扱い 

種目別プログラム等、本大会で取り扱う個人情報は、「個人情報の保護に関する法

律」を遵守して取り扱う。 

 

12 表  彰 

表彰がある場合は種目毎表彰する。 

 

13 開閉会式 

種目毎に行う。 

 

14 その他 

・ふれあい交流会で実施した種目が次年度以降、競技会部門での実施となるよう努め

ること。 

・幅広い年齢の多くの県民が参加できるようよう配慮すること。 

・会場ごとにごみの持ち帰り等の環境美化につとめること。 


